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【公開番号】特開2011-229440(P2011-229440A)
【公開日】平成23年11月17日(2011.11.17)
【年通号数】公開・登録公報2011-046
【出願番号】特願2010-101950(P2010-101950)
【国際特許分類】
   Ａ２３Ｌ   1/05     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   1/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ２３Ｌ   1/04    　　　　
   Ａ２３Ｌ   1/30    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年9月9日(2011.9.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　増粘多糖類を含有する１次原料にバインダー液を噴霧して１次造粒物を得る工程と、前
記１次造粒物に前記増粘多糖類１００質量部に対して９０～１３０質量部のデキストリン
を被覆する工程とを有することを特徴とする増粘剤造粒物の製造方法。
【請求項２】
　前記１次原料が、前記増粘多糖類１００質量部に対して０．１～４５質量部のデキスト
リンを含有することを特徴とする請求項１に記載の増粘剤造粒物の製造方法。
【請求項３】
　前記１次原料が、前記増粘多糖類１００質量部に対して１５～４０質量部のデキストリ
ンを含有することを特徴とする請求項２に記載の増粘剤造粒物の製造方法。
【請求項４】
　前記増粘多糖類が、キサンタンガム、グアーガム、カラギーナン、ローカストビーンガ
ム、アルギン酸ナトリウム、プルラン、及びＣＭＣナトリウム塩から選ばれる１種又は２
種以上のものであることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の増粘剤造粒物
の製造方法。
【請求項５】
　前記１次原料中のデキストリンが、前記被覆するデキストリンと同一種類のデキストリ
ンであること特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の増粘剤造粒物の製造方法。
【請求項６】
　前記バインダー液が、水、又は２０質量％以下のデキストリンを含有する水溶液である
こと特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の増粘剤造粒物の製造方法。
【請求項７】
　前記被覆する工程が、前記１次造粒物にデキストリンを添加、混合して得られる２次原
料にバインダー液を噴霧して２次造粒物を得る工程を含むことを特徴とする請求項１～６
のいずれか１項に記載の増粘剤造粒物の製造方法。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の製造方法で製造されたことを特徴とする増粘剤造
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粒物。
【請求項９】
　前記増粘剤造粒物が、咀嚼・嚥下困難者向け飲食品用であることを特徴とする請求項８
に記載の増粘剤造粒物。
【請求項１０】
　請求項８又は請求項９に記載の増粘剤造粒物を含有することを特徴とする飲食品。
【請求項１１】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の製造方法で製造された増粘剤造粒物を使用するこ
とを特徴とする増粘多糖類の分散性を向上させる方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、上記目的を達成するために、
［１］増粘多糖類を含有する１次原料にバインダー液を噴霧して１次造粒物を得る工程と
、前記１次造粒物に前記増粘多糖類１００質量部に対して９０～１３０質量部のデキスト
リンを被覆する工程とを有することを特徴とする増粘剤造粒物の製造方法を提供する。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、本発明は、上記目的を達成するために、下記［２］～［１１］を提供する。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
［２］前記１次原料が、前記増粘多糖類１００質量部に対して０．１～４５質量部のデキ
ストリンを含有することを特徴とする前記［１］に記載の増粘剤造粒物の製造方法。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
［３］前記１次原料が、前記増粘多糖類１００質量部に対して１５～４０質量部のデキス
トリンを含有することを特徴とする前記［２］に記載の増粘剤造粒物の製造方法。
 
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
［４］前記増粘多糖類が、キサンタンガム、グアーガム、カラギーナン、ローカストビー
ンガム、アルギン酸ナトリウム、プルラン、及びＣＭＣナトリウム塩から選ばれる１種又
は２種以上のものであることを特徴とする前記［１］～［３］のいずれか１つに記載の増
粘剤造粒物の製造方法。
 
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
［５］前記１次原料中のデキストリンが、前記被覆するデキストリンと同一種類のデキス
トリンであること特徴とする前記［１］～［４］のいずれか１つに記載の増粘剤造粒物の
製造方法。
 
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
［６］前記バインダー液が、水、又は２０質量％以下のデキストリンを含有する水溶液で
あること特徴とする前記［１］～［５］のいずれか１つに記載の増粘剤造粒物の製造方法
。
［７］前記被覆する工程が、前記１次造粒物にデキストリンを添加、混合して得られる２
次原料にバインダー液を噴霧して２次造粒物を得る工程を含むことを特徴とする前記［１
］～［６］のいずれか１つに記載の増粘剤造粒物の製造方法。
 
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
［８］前記［１］～［７］のいずれか１つに記載の製造方法で製造されたことを特徴とす
る増粘剤造粒物。
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【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
［９］前記増粘剤造粒物が、咀嚼・嚥下困難者向け飲食品用であることを特徴とする前記
［８］に記載の増粘剤造粒物。
 
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
［１０］前記［８］又は前記［９］に記載の増粘剤造粒物を含有することを特徴とする飲
食品。
 
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
［１１］前記［１］～［７］のいずれか１つに記載の製造方法で製造された増粘剤造粒物
を使用することを特徴とする増粘多糖類の分散性を向上させる方法。
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